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　券面額を売上高とする電子マネー系商材から、受取手数料
のみを売上高として計上するギフトカードへと商品構成の変化
が続いており、売上高は732億34百万円となりました。
　利益面においては、新たな販路の開拓を推進したことやキャ
ンペーン等の効果的な販売施策の実施により、ギフトカードの販
売が好調に推移し、一過性の収益も計上されました。更に、中
国やシンガポールで展開している海外事業の業績が改善した
結果、営業利益は15億91百万円となりました。

業　績

今後の具体的な取り組み

決済サービス事業 海外事業

10.2%

営業利益
セグメント別構成比Settlement Service & Other Business

決済サービス事業他

決済サービス、海外事業、その他新規事業事業内容

支払い有効化有効化
依頼

ユーザー（お客様）

事業者

コンビニエンスストア等

支払い有効化有効化
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■ギフトカード取り扱い店
コンビニエンスストア、ドラッグストア、スーパーマーケット等
（その他、当社の一部直営店等）

ギフトカードの販売モデル

●プリペイド決済市場の拡大に応じて、商材・販路を
拡大し、ギフトカードを拡販
●キャンペーン等の積極的な販売施策を実施

※Amazon.co.jpおよびそのロゴは、Amazon.com, Inc.またはその
関連会社の商標です。 

※BitCashは、ビットキャッシュ株式会社の登録商標です。 

携帯電話等販売事業 （中国）
●効率的な店舗運営を推進
●日中の連携に伴う、新たな収益源の確保 

決済サービス事業 （シンガポール）
●販路・商材を拡充し、ギフトカードを拡販
●東南アジアでのカード事業拡大の検討
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